
防 山 科 学 那 29 巻-lIt

EnL..53:213-215(1960).

13) Tsukamoto,M･:Botyu･tl'agaktF.2号..91-98

(1963).

14) Tsukamoto,M.,Baba.Y.and川raga,S.:

Ja♪an.I.GcncL･,36:168-174(1961).

15) Tsukamoto,M.,Ognki.M.andKikkawa,ll..

Proc.Intern.GcneL.SymZ).,1956,SuL)♪t･

CyEotogl'a:442-444(1957).

16) VandeHey.R.C.andCraig,G.B.Jr.:Ann.

E〃t.Sol. m̂cr..55:58-69(1962).

17) Yates.F.:TIJCdcstglJanda〃atysisof

fqcLoyfotcx♪erEmcnLs.llarpenden.(1937)･

CrosBReBI8t8nCeinthe"Takatsukl"Strainofttle芯ousefly,MILBCadomeBLLcatlEdnaBe]ected

withDDT. StudiesonInsectResistancetoInsecticides.Ⅰ.HajimeTKtP.MOTO(lharaAgricul･

turalChemicalsInstitute,Shimidzu∴PresentAdress,°ept.ofAgriculturalChemistry.Faculty

ofAgriculture,NagoyaUniversity,An50)ReceivedJuly31,1964.Botyu-Kagaku,29,59,1964･

(withEnglishsummary,60.)

12. DDTで淘汰された高槻系 イエバエにみられ る交叉抵抗性 昆虫の殺虫剤抵抗性に関する

研究 (郡1和)★ 柚木 的… (イハラETt:･T.13研光所) 39.7.31 受和

DDTで料紙された7'd'槻系イエバェの交叉拭tJt比は欧米超イエバエのそれと追わなかった.

'P.:榊まさきにTS槻系 イエバエの2胴体酢を用いて

DDTで伽汰をおこない, 拡抗性の発達はいちじるし

く急速で,iS)ることをあきらかにしたl),2). かようにし

て育成された抵抗性イエバエについて他の有機殺虫剤

に対する交叉抵抗性を調査したのでつぎに報告する.

材料および実額方法

いずれの仰榔 Irfも舵rJlC性の発逆が平衡状掛 こたっし

てから7･8代rlのものをもIl'用した.拡抗性の発).Bが

平衡にたっしてから妙 こ10放代にわたって淘汰が試み

られたが,拭fJ.C帖はそれ以上に発過しなかった.

班用した村山剤の大部分は technicalgradeのも

のをiT3紙 (.JIR阿)fllry注し,n汗 のものは合成したも0:)

である.すなわち,DDT(108-108.5),DDD2,2-

bis(p･chlorophenyl)1,1dichloroethaneS)(109-

109.5),DTDT2,2-bis(p-tolylphenyl)1,1,1tri･

chloroethanelI(86-87),DFDT2.2-his(p-fluoro･

phenyl) 1,1,1trichloroethanen (44.5-45.0),

DBrDT2,2-bis(p-bromophenyl)1,1,1trichloro･

ethane3) (141-142), Methoxychlor (88-89),

DMCdi(p･chlorophenyl)methylcarbino16)(68-

69),Lindane(112.5-113.5),Aldrin(104-105),

Dieldrin(176･-177),Isodrin(240-242),Methy1-

parathion(36-36.5),Malathion(156./7mm),Di･

methoate(51-52), Dipterex (79-81), DDVP

(120/14mm),EPN(37),AC5727 m-isopropyI･

*本報告の概熟 ま1963叩7月24rl.n木応m軸物昆

虫学会衆拓支部節3回例会で発炎LT=.

**現在 :名古屋大学農学部凸芸化学叔当,I_

phenylN-methylcarbamate(73-74),Sevin(141

-142),a･dl-trans･allethrin(r',0-50.5)である. カ

ッコ内は各殺dL刑の拙山 (または洲J::i)oCをしめし,

各殺虫剤のnにつけた数字はそれぞれの文献によって

合成したことをしめす.なお.,各殺虫剤のLD50はさ

きに糾liiした方はl'によ?てもとめた･

英験結果および考察

那1裂に しめす ように塩素系殺虫剤とくに近緑の

化合物にいちじるしい交叉抵抗性をしめす. DBrDT

にたいしては DDTよりよわ い感受性をしめすが,

DFDT.DTDTおよび Methoxychlorにたいしては

DDT よりも,つよい感受性をしめす. DDT抵抗性

の高槻系 イエバエ も抵抗性の原因はおもに DDT脱

塩髄節累のたかい活性にもとづくと考 え られ るが,

DFDT,DTDT および Methoxychlorが DDT よ

りもつよい殺虫力をしめすのは, これ らの投出剤は

DDT よりもDDT一脱rlLl鵬耶Jr壬の附きをうけにくいた

めとおもわれる.イJ機械系才姐 t剤およびピレトI)ン系

恐山刑に対する伯父FI三の柑射まことならない.なお,

カーバメイト系殺虫剤 AC5727に対しても娼受性の

程度はあまりかわらない.

欧米に分布しているイエ バエ M ILSCadomeshca

domesticaでもすでに DDT机rJt性系統は塩素系殺虫

剤とくに近緑の化合物につよい交叉抵抗性をしめす

が,DFDT,DTDT,Methoxychlorなどは DDT よ

りもつよい殺出力をしめすこと7), 有機燐系殺虫剤お

よびピレトリン系殺山刑にたいしては交叉抵抗性をし

めさないこと7州,Sevinにつ よい交叉抵抗性 を し
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Table1. CrossresistanceintwoDDTィesistantstrainsofthehouse･fly.

LD50 (FLg/fly-topicalapplication)

Insecticides Takatsuki-1 ～

orlglnal resistant
♀ 去 ♀ 古

Hydrochlorinatedinsecticides

DDT 10.0 )100.0

DTDT

DFDT

DBrDT

Methoxychlor 1.938 0.56840.0 16.0

Lindane

lsodrin

Organicphosphateinsecticides

Methylparathion

Malathion

Dipterex

Dimethoate

EPN

DDVP

Carbamateinsecticide

AC5727

Pyrethrum

α･d)･trans.allethrin

Takatsuki-2

orlglnal resistant
平 吉 ♀ 古

5

6

8

7

7

2

5

9

1

2

7

5

6

0

7

9

3

1

2

1

1

1

0

0

0

2.04 )100.0(16.0)★≧43.0(50.0)

0.725 35.5 2.89

0.337 18.9 4.75

0.390)100.0(0) )100.0(0)

0.390 13.75

0.162 12.8

0.118 2.6

0.025 0.016 0.024

0.225 0.106 0.362 0.127 0.239 0.237

0.019 0.011 0.038

0.015 0.011 0.017

0.067 0.037 0.067

(0.007 (0.007

0.987 0.3rE9 1.90

2.05 1.05 2.72

+Numbersinbrackets:,Oo'mortalities/100FLg/I)Y･

めすが. ACE-L,727をふくむ'B換 phenylN-methyL

carbamatesおよび Pyrolan,Dimetilanなどhetero･

cycliccarbamatesにたいしてはほとんどかわらない

か,tolerance程度の:感受性をしめすにすぎないこと

が,しられている○).

日本にFJ･布するイエバエ M.domesh'cavJ'cinaは

欧米にFJ.nJ-するイエバエ M.domesLicadomestica

の地-JJlrJ.r,I.和とされているが,殺虫剤にたいする反応X

は欧米に分/fJ-するイエバェと大差ないとおもわれる.

1結 論

DDT で軸汰された砧槻系イエバエにみられる交叉

抵抗性の様仙ま欧米に分仰するイエバエのDDT抵抗

性系統のそれとことならない.
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